
宮津市定例記者会見 

令和６年11 月 27 日（水）午後２時～ 

宮津市役所応接室 

 

【内 容】 

１. 令和６年第５回（12 月）定例会（報告 1 件、単行議案４件 予算議案３件） 

 

 

 

 

 
 
２．第４回宮津市庁舎基本構想等検討委員会を開催 
     
 
３．フォトコンテスト第３弾「私の伝える宮津の“白”」募集 
 
 
４．市民共創型ポスター制作ワークショップを開催 
 

  
５．使用済み使い捨てカイロのリサイクルを実施 
 

 
６．第 18 回迎春天橋立一斉清掃 
 
 
７．令和 6 年度宮津市教育フォーラム 
 
   
８．今後の行事予定 

・令和 6 年度 京都府原子力総合防災訓練（12 月 1 日（日）） 

       

 

 

 

 

 

 

 次回予定12月23日（月）午後２時～ 宮津市役所応接室 

未来へ、橋をつなごう 2024 年度は宮津市制施行 70 周年 

12月定例市議会 会期：12月２日（月）～12月25日（水） 

 12 月2 日：提案理由説明等  

    ９日～10 日：一般質問、質疑～委員会付託 

   11 日：所管別常任委員会、予算委員会 

   12 日：予算委員会（予備日） 

   25 日：本会議（委員長報告～採決） 



 
 

お問い合わせ先 総務部 / 総務課 / 情報推進係   TEL：0772-45-1602 

 

令和６年 11 月 27 日 

～ 市庁舎移転整備の基本計画の策定に向け検討・協議を行います ～ 

 

 

 市庁舎の移転整備に向け、「市庁舎をミップルビル(宮津阪急ビル)内に移転し、行政機能

を集約する」プランについて、具体内容を検討・協議するため検討委員会を再開します。 

 

 本年３月に「宮津市庁舎基本構想等検討委員会」から、『市庁舎をミップルビル(宮津阪急

ビル)内に移転し行政機能を集約することが望ましい』との答申を受けました。 

 これを受け、市庁舎移転整備に向けた基本計画の策定を行うための検討委員会を開催しま

す。会議は公開しており、どなたでも傍聴していただけます。事前の申し込みは不要です。

ぜひご参加ください。 

 

 日 時 

・令和６年１２月１２日（木） 午後７時から９時まで 

 

 場 所 

・宮津市福祉・教育総合プラザ第１コミュニティルーム 

 

 内 容 

・基本計画策定への諮問 

・基本的コンセプト、整備プラン作成に向けての検討、協議 

 

その他 

【これまでの取組み】 

・R2.9   公共施設再編方針策定 

・R2～R3  庁舎のあり方検討部会を設置（庁内検討グループ） 

・R4.6   市役所庁舎あり方検討に関する市民アンケート調査実施 

・R4.7～9  未来の庁舎を考える市民会議を設置 

・R5.7～R6.3 宮津市庁舎基本構想等検討委員会を設置、答申を受ける 

・R6.9.12  市庁舎整備に向けた市民報告会開催 

 

 

第４回宮津市庁舎基本構想等検討委員会を開催します 
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お問い合わせ先 企画財政部 / 移住定住・魅力発信課 / 魅力発信係 TEL：0772-45-1609  

 

令和６年 11 月 27 日 

～ あなたの目に映る「宮津の白」教えてください！～ 

 

これまで２回実施してきたフォトコンテストでは、多くの方から、風景、歴史文化から日

常のひとコマまで、様々な宮津の写真を応募いただきました。 

第３回は「宮津の白」をテーマとして、みなさんが見ているみやづの景色を募集し、さら

にいろんな宮津の顔が広く発信・共有される機会とします。 

 

 第３回 開催概要 

・募集時期：令和６年 12 月 1 日（日）～令和６年 12 月 15 日（日） 

・テーマ「宮津の白」 

 

 応募方法 

① Instagram で@miyazu_kyoto をフォロー 

② 宮津市内で各回のテーマにあった縦の写真を撮影（過去に撮影したものでも可） 

③ コメント（写真に対する思いや気持ちなど）と各回指定の # をつけて投稿 

※第３回は#私の伝える宮津の白 

※１回の投稿につき１枚の縦写真を投稿 

（複数回の投稿は可能ですが、受賞は１アカウント１回のみです。） 

※注意事項等の詳細は特設ページをご覧ください 

 

 その他 

・入賞作品について 

優秀賞はアカウント名とともに広報みやづの表紙に掲載（第３回は広報２月号表紙） 

佳作他受賞作品は広報の中面に掲載 

※各回の優秀賞作品と佳作は 2025 年４月始まりのカレンダーとなって、広報みやづ 

2025 年 3 月号と共に各戸配布をします 

・審査員 

 福森クニヒロ（広告写真家） 

 maccahn358（インスタグラマー） 

 一般社団法人 MITEMI 

 城﨑雅文（宮津市長） 

 

市民共創型写真コンテスト「私の伝える私の宮津」第３回を開催！ 
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特設サイト 



 
 

お問い合わせ先 
企画財政部 / 移住定住・魅力発信課 / 魅力発信係  

TEL：0772-45-1609 
 

令和６年 11 月 27 日（再） 

～ 宮津市の魅力を一緒に「再発見」しませんか～ 

 

「みんなが活躍する豊かなまち“みやづ”」「選ばれるまち“みやづ”」の実現に向けて、

宮津市の魅力の再発見や市民のシビックプライドの醸成、ブランドイメージの構築につなげ

るため、市民共創型ポスター制作ワークショップを開催します。 

慣れ親しんだ地域のおもしろさをワークショップを通して再発見し、市の魅力を言葉や

写真で広く発信してみませんか。 

 

 日 時 （全３回のワークショップです） 

 ・第１回 令和６年 12 月７日（土）17：00～19：00 

 ・第２回 令和７年１月８日（水）17：00～19：00 

 ・第３回 令和７年２月８日（土）17：00～19：00 

 

 場 所 

 前尾記念クロスワークセンターMIYAZU（宮津市鶴賀 2164-2） 

 

 内 容 

・第１回：リサーチ／ポスターの素材集め 

住民目線のリアルな「宮津の暮らし」を集める。わくわくする宮津とは？ 

 ・第２回：プランニング／誰に何を伝えるか 

   ポスターのキャッチコピーを考える。自分たちの思う宮津とは？ 

 ・第３回：ポスターの選定／鑑賞会 

   これまでのワークを総括して制作するポスターを決定します。 

 

その他 

ワークショップ参加者を令和６年 11 月 30 日（土）まで募集します。 

 申込先 前尾記念クロスワークセンターMIYAZU（担当：木原） 

     電話 050-5482-3349  メール crosswork.miyazu@gmail.com 

 

【担当者のコメント】 

  美術やデザインの知識が無くても OK。皆さんの日常の何気ない宮津の「魅力」をポスタ

ーにして市内外に発信します。制作したポスターは今後、宮津市のシティプロモーション

に活用していきます。多数のご参加をお待ちしております。 

市民共創型ポスター制作ワークショップを開催します！ 
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お問い合わせ先 市民環境部 / 市民環境課 / 環境衛生係 TEL：0772-45-1617 

 

令和 ６年 11 月 27 日 

～ 日本冶金工業株式会社大江山製造所と連携し、ごみの減量・資源化に取り組みます ～ 

 

宮津市と日本冶金工業株式会社大江山製造所は、市役所や市内の小中学校等で、使用済み

の使い捨てカイロを回収し、ステンレスの原料としてリサイクルする実証事業を 12 月１日

から開始します。 

 本取組は、令和５年５月にＳＤＧｓ未来都市の選定を受けた宮津市が設置する「みやづＳ

ＤＧｓプラットフォーム」会員である日本冶金工業株式会社大江山製造所と市内の学校によ

る産官学連携の取組であるとともに、市民や市内の子どもたちが使い捨てカイロのリサイク

ルを通じ、地元企業への関心と資源循環への理解を深め、地域課題の一つであるごみの減量

化・再資源化に向けてチャレンジするものです。 

 

 回収期間 

令和６年 12 月１日から令和７年３月頃まで 

 

 回収場所 

①一般の市民の方：市役所、福祉教育総合プラザ、地区公民館 

②宮津市立幼稚園及び小中学校の園児、児童、生徒及びその保護者等 

：宮津市立幼稚園及び小中学校 

 

 回収方法 

各回収場所に設置する専用の回収ボックスに使用後の使い捨てカイロを投入。 

 

その他 

・リサイクルの概要については別紙参考資料のとおり。 

・12/11（水）午後１時から、市役所本館３階応接室において同社と実証事業の開始セレ

モニーを行います。 

 

【担当者のコメント】 

これまで燃やすごみとして処分していた使い捨てカイロをステンレスの原料として地元

企業で有効利用します。この取組を通じ、子ども達をはじめとする市民のごみ減量化と再資

源化への理解や機運が高まるとともに、地元企業の環境への取組がより一層、推進される効

果を期待しています 

使用済み使い捨てカイロのリサイクルの取組を実施します 
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使用済みカイロ の役割

使用済みカイロ

500℃
1300℃

【ロータリーキルン】
投入口

2FeO + C → 2Fe + CO2

ロータリーキルン内の還元反応

・使用済みカイロの主成分

→酸化鉄約60%、活性炭約10%

①酸化鉄の再利用

②活性炭の再利用

・消費者へ

例：ｽﾌﾟｰﾝ、ﾌｫｰｸ、

ﾏｸﾞﾎﾞﾄﾙ

・ﾌｪﾛﾆｯｹﾙ(合金鉄)は、

ｽﾃﾝﾚｽ鋼の主原料の一つとして

当社川崎製造所で使用

加工

・川崎製造所でｽﾃﾝﾚｽ屑

等と混ぜ合わせ

ｽﾃﾝﾚｽ鋼に ﾌｪﾛﾆｯｹﾙ

・使い古したｽﾌﾟｰﾝ等はｽﾃﾝﾚｽ屑で回収され再び新しいステンレスに

使用済みｶｲﾛのﾘｻｲｸﾙ

(ﾌｪﾛﾆｯｹﾙ原料として資源化)

①鉄源としてリサイクル

②石炭(還元炭)の削減

期待効果

日本冶金工業(株）

大江山製造所

注意：分かりやすく解説した表現にしておりますので、画像は転載しないでください。



 
 

お問い合わせ先 産業経済部 / 商工観光課 / 観光係   TEL：0772-45-1625 

 

令和 ６年 11 月 27 日 

～ 新年を迎えるにあたり、「天橋立」をきれいにしよう！ ～ 

 

日本三景「天橋立」は、清掃活動をとおして、その美しい自然や文化を守り育ててい 

ます。新年を迎えるに当たり今年も「迎春天橋立一斉清掃」を実施し、日本の宝物であ

る美しい天橋立を次世代へ繋いでいきましょう。多くの皆様の参加をお願いいたします。 

 日 時 

・令和６年 12 月８日（日）8：30～10：00 

※荒天の場合中止になる場合があります。 

 

 場 所 

・天橋立一帯（松並木、砂浜等） 

 

 内 容 

・天橋立内のゴミ、落ち松葉の除去をお願いします。 

・ゴミ袋は主催者で準備します。 

・軍手、熊手等をご持参下さい。 

 

その他 

〇駐車場（宮津市営天橋立駐車場、元伊勢籠神社駐車場）に駐車して下さい。 

○チラシを持参で往路の丹海バスが無料。 

〇上宮津、伊根、加悦各方面へお帰りの方は、天橋立駅前または傘松ケーブル下からご 

乗車できる丹海路線バスの「無料乗車券」を清掃終了後、受付でお渡しします。 

※ 清掃終了後から最終便まで（当日のみ有効） 

 

 

【担当者のコメント】 

多数ご参加いただき、天橋立の美しい景観を次世代に繋いでいきましょう。 

 

第 18 回迎春天橋立一斉清掃 
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新年を迎えるにあたり、
　地域住民、行政協働で環境保全を推進し
　　一体となって天橋立の世界遺産登録に繋げよう！

各戸配布

山・海・川への
ポイ捨ては
やめましょう

美しいふるさとを子ども達に残そう！美しいふるさとを子ども達に残そう！

☆天橋立を守る会では会員を募集しております。詳細は事務局までお問い合せください。

第18回迎春天橋立一斉清掃第18回迎春天橋立一斉清掃

再生紙を使用しています。

クリーンはしだて
1人1坪大作戦実行委員会

天橋立を守る会　事務局：天橋立観光協会内　TEL 0772－22－8030
天橋立観光協会のfacebookに掲載します。https://www.facebook.com/amanohashidate.info

【中止の場合の問合せ先】

【構成団体】宮 津 市・伊 根 町・与 謝 野 町・与謝野町区長連絡協議会
　　　　　　京都府丹後広域振興局・宮 津 商 工 会 議 所・（一社）宮津青年会議所・宮津市自治連合協議会
　　　　　　府中地区連合自治会・吉 津 地 区 自 治 協 議 会・文 珠 自 治 会・宮 津 商 店 会 連 合 会
　　　　　　宮津市老人クラブ連合会・天 橋 立 観 光 協 会・天 橋 立 府 中 観 光 会・天 橋 立 文 珠 繁 栄 会
　　　　　　宮 津 観 光 ピ ン ト 会・京 都 府 漁 業 協 同 組 合・宮津市地域女性の会・与 謝 野 町 観 光 協 会
　　　　　　与 謝 野 町 婦 人 会・天橋立を世界遺産にする会・与 謝 野 町 商 工 会・天 橋 立 を 守 る 会
【協　　賛】丹後海陸交通株式会社・智　恩　寺・元 伊 勢 籠 神 社

　　　　　　
　　　　　　

新年を迎えるにあたり、
　地域住民、行政協働で環境保全を推進し
　　一体となって天橋立の世界遺産登録に繋げよう！

日 時・内 容

この交通機関に限り無料

【復路】
〈丹海バス〉

【往路】 このチラシをご持参いただき、降車時にドライバーにお渡しください。
上宮津、伊根、加悦方面へお帰りの方に天橋立駅前
または天橋立ケーブル下からご乗車できる「無料乗
車券」を清掃終了後、受付でお渡しします。
※清掃終了後から最終便まで（当日のみ有効）

駐 車 場

ゴミ袋は主催者
で用意します。
軍手・熊手等を
ご持参ください。

【文珠】宮津市営天橋立駐車場及び智恩寺(先着30台)に駐車してください。
【府中】籠神社駐車場に駐車してください。(参加者のみ午前11時まで無料)
※スペースに限りがございますので乗り合わせでお越しください。

令和6年12月8日㈰
文珠…小天橋／府中…船越
08：30 受付開始・清掃～ 10：00 終了

集合場所 ◆天橋立憲章◆
　白砂青松　天橋立、この美しい姿は「神が住み給える聖地」
として先人達が大切に大切に守り、受け継いできた地域の財
産です。
　百人一首にも収められた小式部内侍が母を焦がれて詠んだ
歌、雪舟の宇宙観が思う存分に表現された国宝『天橋立図』、
与謝野晶子が辿り着いた最後の吟遊の地、天橋立はそれぞれ
の時代の文人墨客の感性を磨いてきました。
　ふるさとの、そしてこの地球（ほし）のかけがえのない宝物
である天橋立を、心の聖地として美しいまま次世代へ繋いで
いくため、より多くの人々が天橋立を知り、守る気持ちを育
むために、ここに「天橋立憲章」を掲げ、すすんでその精神を
生かすようにつとめます。　　　　　　

天橋立の美しい姿を未来につなぎましょう
天橋立の貴重な財産を守りましょう
天橋立を大切に思う心を育みましょう
天橋立の保全の輪を広げましょう

清掃終了後、自分たちが清掃した天橋立を歩きな
がら、歴史的な名所を巡りましょう。
日　時：12月8日（日）〈参加無料・事前予約不要〉
　　　　10時10分～11時30分
集　合：小天橋「受付テント」前

再発見 ! 学芸員が案内する
天橋立一斉清掃アフター・ウォーク

天橋立を世界遺産にする会とのコラボ企画



 
 

お問い合わせ先 宮津市教育委員会事務局 学校教育課   TEL：0772-45-1641 

 

令和 ６年 11 月 27 日（再） 

～ これからの宮津市の教育を子どもの姿と生の声から考える ～ 

 

 

 宮津市の新しい教育について、市民、保護者のみなさんとともに考える場として宮津市教

育フォーラムを開催します。 

  

 「豊かな学びを深めてふるさとを愛する人づくり」の教育理念のもと、小中一貫教育の全

面実施、コミュニティ・スクールの本格導入、ふるさとみやづ学の実施など、新しい教育の

創造に向けた取組を進めています。子どもの姿と生の声から教育を振り返り、市民の皆様、

保護者の皆様とともに、これからの宮津市の教育を考えます。 

 

 日 時 

・令和 6 年 12 月 7 日（土）午後 1 時 30 分から同 4 時 15 分まで 

 

 場 所 

・みやづ歴史の館 文化ホール（２階） 

  宮津市字鶴賀 2164  TEL 0772-20-3390 

 

 内 容 

（１）開会挨拶 

（２）実践発表 ①宮津市学びの深化プロジェクト実践協力校（吉津小学校） 

        ②コミュニケーション教育研究モデル校（宮津小・中学校） 

（３）スピーチ＆トーク（小学生・中学生・高校生・大学生が登壇します） 

（４）講 評  京都教育大学 竺沙 知章 教授 

 

その他 

・午後１時から受付を開始します。 

・当日正午の時点で、宮津市に気象警報（波浪・高潮警報除く）が発令されている場合

は中止とします。 

 

【担当者のコメント】 

 平成 28 年度から開催している宮津市教育フォーラムも、第９回となりました。一昨年度

より子どもたちの声を直接聞くため、子ども達が登壇をして意見を交わします。今年度は

小学生も登壇します。子ども達の声に耳を傾け、宮津の教育を考えます。 

令和６年度宮津市教育フォーラムを開催します 
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これからの を 

と から 

考える  

実践発表  

 ▶宮津市学びの深化プロジェクト実践協力校 

 ▶コミュニケーション教育研究モデル校 

スピーチ＆トーク  

学生・ 学生・ 校生・ 学生が  

講評  京都教育大学 竺沙 知章 教授 

◆参加を希望される方は、事前の申し込みをお願いします。 

◆詳細は、裏面の要項をご確認ください。 

◆お問い合わせ   宮津市教育委員会事務局 学校教育課 

〒626-8501 京都府宮津市字浜町 3012  ☎0772-45-1699 



 
 

令和６年 11 月 27 日 

 
  

令和６年度 京都府原子力総合防災訓練 

と き   12 月１日（日）午前 8 時 30 分～14 時 20 分 

            （ヘリ・船舶の発着は午前 10 時～10 時 30 分頃の予定） 

ところ   宮津市 養老・日ケ谷地区 参加者約 30 人（屋内避難訓練約 850 人） 

内 容   住民避難訓練（一時集合場所設営・運営訓練、安定ヨウ素剤緊急配布訓練、

空路・海路避難訓練、広域避難訓練）、屋内退避訓練 

空路避難訓練 

一時集合場所（旧養老小学校）に集結→一部は宮津運動公園へヘリで空

路避難→避難退域時検査・除染場所（府立丹波自然運動公園）へバス避

難 

      海路避難訓練 

一時集合場所（旧養老小学校）に集結→一部は伊根漁港へ移動→宮津港

鶴賀埠頭へ船舶で海路避難→避難退域時検査・除染場所（府立丹波自然

運動公園）へバス避難 

 問い合わせ 京都府危機管理部 TEL 075-414-5614 

消防防災課 TEL 45-1605 

 

 

 

 

 

今後の行事予定について 
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